






要約:乳幼児健診時に過去 6 ヵ月～1 年間の医療機関受診事故の有無について調査する新

しいモニタリングシステムを考案し、パイロットスタディーを実施した。生後より 7～8

ヵ月までの医療機関受診事故頻度は 3.0%、6 ヵ月より 1 歳半までの同頻度は 14.5%であっ

た。

事故防止の健康教育方法としては、わが国の健診実施率が高いことより、これらの機会を

利用した保護者への事故防止のための育児指導が有効であると考えられた。具体的には、

乳幼児健診時に安全チェックリスト・パンフレットによる指導が効果的であり、同方法は

保護者より高い支持を得ていた。


